
①種植え ②水やり 　→　 開花 ③収穫・道徳

①　6月上旬に、クラスごとにプランターに種をまきました。
②　クラスで分担して、毎日朝夕、花の水やりを行いました。
③　道徳の授業で「はるかのひまわり」が出てくる教材の授業を行い、その後、種の収穫を
　　しました。

・「はるかのひまわり」のそれぞれの個体の違いや、生長状況に合わせた情報を、委員会を通じ
全校集会で伝えることができました。

＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞

 

「はるかのひまわり」を65本育て、大きな花を咲かせ、種を約２００００個収穫することができました。

　・美化委員会が、全校集会でタンクの雨水を水やりに利用するように呼びかけると、協力す
　　る生徒が増え、資源を大切にしようする生徒が増えました。
　・生徒が通り、間近に見ることができる所にプランターを置いて育てたので、「はるかのひま
　　わり」の生長を毎日楽しみに学校にくる生徒の姿が見られました。
　・多くの生徒が関われるように、学級のプランターに全員で種をまき水やりを交代で行いまし
    た。「はるかのひまわり」に愛着がわき、大切に育てていこうとする生徒がたくさんいました。

報　　告　　書

　「はるかのひまわり」を５０本育て、大きな花を咲かせる。種を５０００個以上収穫し、種の配布活動
を行う。

学校・地域環境保全コース

高松市立屋島中学校

（全校生）

　屋島中学校全生徒４４５名によるグループです。クラスのプランターをつくり、みんなで協力して、「は
るかのひまわり」を育てたいと思います。

「はるかのひまわり」を育て、校内を花いっぱい、笑顔いっぱいにしよう！
また、種を収穫し、地域の方々にも種をプレゼントしよう。


